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_
_
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英
國
民
主
政
治
ノ
障
碍

村
上 

一

■

 

■

本
掎
》『

政
治_

舉
刊』

に
於
て
公
に
せ
ち
れ
た-る
。ホ
リ
ツ 

ト
氏
の
論
文
を
妙
譯
せ
る
劣
の
な
リ

第
十
五
世
紀
の
勒
葉
上6

七
八
三
二
华
選
擧
法
改
正r 

至
る
約
三
百
年
間
に
於
て
當
初
民
主
的
な6

し
英
國
議 

員
選
擧
法
は
國
王
竝
に
貴
搖
の
爲
め
著
し
く
變
页
ザ
ら 

れ
遂
に
拔
數
投
禀
議
員
無
歲
費
、
大
學
代
表
及
び
選
擧 

費
用
の
被
選
擧
者
負
檐
な
る
四
大
變
態
を
生
ず
る
1C
.至 

れ
6

、
而
し
て
此
等
の
變
態
の
今
日
に
至
る
g

猶
撒
廢 

せ
ら
れ
含
る
所
以
は
職
と
し
て
、
斯
る
«

度
&
S

主
的 

下
院
に
對
す
る
障
得
な
ふ
を
以
て
上
下
雨
院
に
於
け
る 

保
守
黨「

ホ
ウ
ィ
ッ
グJ

黨
に
ょ
6

極
カ
辯
護
せ
ら
れ
杧 

る
に
由
る
也
、
然
れ
ど
名一

九
〇
五
年
末
に
至6

「

力 

ム
ベ
■
ル
、.
ハ
シ
ナ
ー
マ
シJ

f t
間
成
る
vt...及
び
一
.八
八

•
山
ハ
年
自
由
黨
內r

以
來
殆
ん
ど
自
由
^
を
支
配
し
來
れ 

る「

ホ
ウ
ィ
ツ
グJ

黨
の
#

カ
* *
次
に
衰
へ
亦
自
由
黨̂
 

閣
を
左
右
擊
肘
す
るの
..
力
な
き
に•
至
れ
6

、
藎
し
此
赌 

I

に
至
6

「

ホ

，
ゾ
ィ
ッ
グ

」

黨

は»

次

、
其
政
策
に
、
*
傅 

|  

.

銃
に
保
守
黨
と
選
ぶ
な
き
に
至6
t t
れ
ば
也
、
而
し
て 

\

玆
に
新
に「

ホ
ウ
ィ
ッ
グJ

黨
の
®

« i
を
免
れ
得
把
る
自 

\

由
黨
內
関
胗
此
等
四
大
變
態
の
改
正
に
着
手
し
杧
る
こ 

\

と
又
怪
0

を
須
ゐ
次
る
也
、
否
人
は
こ
の
研
究
に
於
て 

\

IH
產
資
格
1C
由
る
褪
數
投
票
大
學
代
表
制
及
び
、
大
學 

一
代
表
制
度
に
對
す
る
自
由

-
黨
の
態
度
を
諭
せ
ん
と
す
。

\ 

(  

5  

)

財
産
資
格
に
依
る
祓
數
投
票 

|

現
今
、
議
員
選
擧
資
格
は
十
七«

存
す
る
が
、
其
何
れ 

一
に
*
る
を
不
問
、

一
人
一
選
擧
區
に
て
一
票
以
上
投
：梁 

す
る
こ
と
を
得
ず
、
然
る
に
區
內
に
住
居
せ
次
る
投
®

\  

.

人
；は
郡
部
に
於
て
將
殊
の
權
利
を
行
使
す
る
乙
ふ
、
な 

.

6

一
四
三
〇
年
の

『

四
十
志
不
動
產
所
有
者
條
例

』

に
明 

記
せ
ら
れ̂
る
屈
住
の
資
格
は
無
視
せ
ら
れ
、
選
擧
人 

は
屢
々
其
届
往
せざ
る
地
方
に
於
て
士
爵
議
員
を
選
擧
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峰
-.

せ
ろ
、
斯
る
弊
風
の

•何
れ
の
頃
よ6

始
6

し
や
定
か
な 

ら
^

と
雖
名
旣.
に
第
十
3 |.

世
紀
の
後
半
よ6

行
は
れ
、

當
滕
の
宫
文
書U

徵
す
る
に「

チ
ヤ
ー
ル
ス
丨s

】  

jB;
の 

槠
代
に
旣
に
居
住
せ
次
る
選
擧
者
の

r

郡
部」

の

選

擧

にj  

投
票
甘
し
數
、今
日
に
比
し
敢
て
下
ら
次
る
财
如
し
、 

然
し
て「

ァ
ン」

女
王
の
蹄
に
至6

て
は
一
定
額
の^ .
®

. 

產
を
所
有
す
る
の
一
事
が
^

一

 

の
選
擧
資
格
^
る
に
至 

f

、
斯
く「

居
住」

の
資
格
、
選
擧
吏
員
に
無
視
せ
ら 

る
、
に
及
で
必
然
來
る
べ
.き
は
選
擧
權
を
得
ん
が
爲
め 

の
不
動
產
所
有
權
の
設
定j

パFa
g

g
o

t  v
o

te
'

丨
は
し

，
\  

て「

チ
ヤ
ー
ル
ス」

第 
一
•!
{!:
の
脖
に
旣
に
行
は
れ
*
る
名
一 

の
妓
に
益
々
甚
し
き
を加
へ
，尤
6

、
斯
く
て
一
八
三
ニ 

j  

年

第一

選
擧
法
欧
正
案
提
出
の
當
塒
に
於
け
る
、
議

員

j  

選
舉
資
格
の
數
實
に
八
十
五
種
の
多

^

に
上
6

其

內

少
.
 

く
^P

七
十# :

は
一
四
三
〇
年
の『

四
十
志
不
動
產
所
有 

者
條
例』

の
曲
解
に
基
け
る
ぢ
の
な6

i

傳
へ
らvt
t

一

第
十
八
世
紀
を
通
匕
、一

八
H 
ニ

年

選

擧

法

改

正

.に
至

五r

四

る
迄
、
.

此
の
不
動
産
所
有
權
.に
依
る
選
擧
資
格
は
今
口 

と
異
な
れ
る
、
特
殊
の
價
値
を
有
し̂
6
、
卽
ち
第
十 

八
世
紀
に
入6
"
X
業
勃
興
し
、
英
蘭
の
中
部
、
北
部 

に
新
都
邑
建
設
せ
ら
る
、
や
此
等
新
興
の
都
邑
は
一
八 

三
ニ
年
に
至
る
迄
、
議
員
選
出
權
を
有
せ̂
6
し
?5
>
ば 

此
等
都
邑
に
於
け
る
選
擧A
は
只
不
動
產
所
有
者
あ
る 

の
み
に
し
て
、
彼
等
部
部
に
於
て
、±.
爵
を
選
擧
し
允 

ろ
而
し
て
、一

八
三
ニ
年
に
至6

、
第
一
選
擧
法
改IE 

案
の
提
出
せ
ら
る
、
や
其
目
的
は
此
等
の
都
a

及
市
に 

於
け
る
：不
動
產
所
有
者
の
選
擧
權
を
廢Jh
し
市
a

部
居 

住
不
動
産
所
有
者
が
郡
部
に
於
て
士
爵
を
選
出
す
る
の 

權
を
剝
奪
し
、

之
に
對
し
都
邑
に
居
住
せ
る
、不動

產 

所
有
者
は
郡
部
に
於
て
授
票
權
を
有
す
と爲さんとす 

る
に
あ
6

1

6
、
而
し
て
該
案
提
出
以
前
、
祓
數
役S 

の
$
度
に
對
す
る
批
難
絕
無
と
云
ふ
を
得
次6し

？； p

、 

提
出
當
塒
に
あA
ノて

此
制
度
に
對
す
る
攻
雜
は
存
せざ 

6

し
は
事
實
也
。
 

.

此
案
に
對
し
種
々
の
反
對
、
委
員
會
に
於
て
生
ヒ
把
る

167

於
、
保
守
黨
は
之
を
以
て
、
農
業
上
の
利
害
に
對
し
不 

公
平
に
し
ズ
、
且
農
業
千
擊
者
の
地
位
を
薇
弱
な
ら
し 

む
る
名
の
な6

と
て
、
反
對
し「

プ
レー

ド
，

」

氏
は
都
邑 

の
不
動
産
所
有
者
を
ば
市
部
選
擧
區
に
入
れ
し
め
ん
と 

す
る
の
修
正
案
を
提
出
し『

各
選
擧
人
は
其
所
有
别
產 

の
所
在
地
に
て
役
票
せ
次
る
べ
か
ら
宇
郡
部
に
於
け
る 

士
爵
は
農
業
上
の
利
害
を
代
表
す
る
名
の‘な
れ
ば
、
そ 

の
選
擧
は
農
業
上
の
.利
害
と
緊
切
な
る
干
繫
を
有
せ
次 

る
人
々
の
爲
め
に
左
右
せ
ら
る
べ
き

U
.

あ
ら
ず
、
反
是 

賴
&
は
當
然
商H

業
e

利
害
を
代
表
す
ベ
き̂p

の
a
れ. 

»

«
&

の' 選
^

人
を
L

<
材
異
な
れ
る
利
害
を
有
せ
る 

都
部
に
於
て
投
；票
せ
し
む
る
匆
れ

』

と
論
せ
6

、
フ
ア
ツ 

.
セ
ル」

氏
は
此
修
正
に
反
對
し『

斯
る
修
正
は
農
業
上 

の
利
害
と
商
工
業
上
の
利#.

こを

相
一
致
せ
し
め
んi 

す
る
、
行
政
の第一要

蒸
に反せる名のにして

W
市 

部
選
擧
人
の
腐
敗
堕
落
を
招
く
 
S

の
也』

と
*

ぺ
1C.
る
 

於「

ピ
ー
ル」

J3
i
r
ズ
グ
デ
ンJ

氏
は
此
修
正
!/
:
:替
成
し
就 

中「

ズ
'グ.
デ
ン」

氏
は
選
擧
法
改
正
案
の
本
規
定
.
は
^
® 

■雜

錄

 

.

,

の
選
擧
を
し
て
全
く
都
邑
民
の
手
中
に
陷
ら
し
あ
農
業 

上

、.
利
害
の
^

視

せ

ら

る

、
虞

ぁ

る

洛

の

-̂
る
を

以

て 

,

本
修
疋
は
必
要
な6
と
論
せ
6

、
3
れ
ど「
.
ゾ
レ
ー
ド」 

\

氏
の
修
正
案
》
遂
に
否
決
せ
ら
れ
杧6

。
 

‘

|

一
八
三
ニ
年
選
擧
法
改IE
は
斯
く
し
て
成
れ6

、
さ
れ 

.

ば
一
八
三
二
年
ょA

八
六
七
年
に
至
る
間
、
都
邑
の 

i

不
動
產
所
有
者
於
郡
部
ゆ
選
擧
を
左
右
す
る
に
つ
き
不 

|

平
に
堪
へ
！̂|
6
し
は
、
保
守
黨
に
し
て
、
自
由
、
急
進 

\

勞
働
の
諸
黨
の
之
に
反
對
し
始
め
^
る
は

一

八
八
五
年 

一.

以
後
の
事
に
属
せ/
ノ
、
故

にI

八
五
九
年
提
出
せ
ら
れ 

|

tc
る
選
擧
法
欧
正
案
於
、
斯
る
保
守
黨
の
抱
け
る
不
平 

\

を
根
抵
と
し̂

る
乙
と
怪
む
を
要
せ>*「

デ
ス
レ
リ
ーJ  

|

は
該
案
を
説
明
し•
て『

選
擧
A

於
自
己
の
居
住
の
地
に 

.\ 

:V

選
擧
權
を
行
使
す
ベ
き
名
の
杧
る
疑
を
容
れ
ず

』

1C 

\

云
へ
6
以
て
知
る
べ
き
也
。

'
1

八
五
九
年
の
®:
疋
案
は
否
決
せ
ら
れ
欠
る
沢
、

一
八 

六
九
年
に
：至6「

デ.
ス
レ
リ
、丨」

氏
は
洱
ビ
選
擧
法
欧
疋 

案
を
提
出
せ
6
、
^
れ
ど
下
院
に
し
て
自
由i

ホ
ゥ
"(

31
.一
 
五



ッ
ダJ

雨
黨
多
數
を
占
めtc
れ
ど
ネ
動
產
所
有
者
に
關 

しV
は
何
等
爲
す
な
く
し
て
終
れ
6

。

J
A
A
四
年「

.グ
ジ
ッ
ド
、
ス
ト
ー
ン

」

氏
の
選
擧
法
改 

正
案
と
提
出
す
る
や
政
府
は
當
初
ょ6

、
，
.
都

邑

不

動

産. 

F
有
者
£
£
題
に
手
を
觸
れ̂

る
の
意
思
を
有
せ
る
こ
と|  

を
叨
言
し
杧
る
ダ
、
第」

譲
會
に
於
て
早
く
？
該
間
題 

に
關
す
る
論
戰
生
匕
次
で
委
員
會
に
於
て
保
守
黨
は
郡 

部
に
於v

都
邑
不
動
產
所
有
者
於
選
擧
を
爲
す
を
攻
製 

し
^

6
、
自
由
黨
に
あ6

て
名.「
マ
ッ
グ〕

フ

レ

ン

ニ

姣j  

の
祓
數
投
票
廢Jh
論
者
あ-CN「

一

A
j

票」
の

主

義

を

主\ 

張
し
、
此
主
義
に
基
け
る
選
擧
法
改
正
の
修
正
案
を
提

j  

出
せ~
 ̂r

グ
•ラ
ッ
、卜
ス
ト
一
ンJ
f
t
の
之
を
-#
#
^'
る
や
一 

分
院
採
決
を
迫
ろ
し̂P

、

.
ニ
百
七
十
八
名
の
出
席
者
中

I.  

彼
に
替
し
杧
る
名
の
僅
か
に
四
十
三
名
に
て
薇
ら
れ
了

 

|  

ん
ぬ
、
3
れ
ど
、
自
由
黨
の
祓
數
役
票
制
度
に
對
す
る
-
 

反
對
の
第
一
矢
ば
玆
に
放
把
れ
把
る
也
。

1

八
九
ニ
年
に
至6
、
自
由
黨
の
瘦
數
投
票
制
度
に
對

す
る
第
ニ
矢
放
杧
れ̂

6
、

當
滕
：自

由

黨

野

に

在

6
、 

.
選
擧
法
©C
JE
法
案
は「

シn

ゥ、レへべ

ル」

に
，ょ

パ
 

■—IT  —

トJ
「

ト
ン
ベ
リ
ア
ン」 「

ス
タ
ン
フ
ィ
ル
ド

「

ブ 

TJ
f

ダ
，f

ス
ト」

「

ダ

ベ

ィ

J

及一

ア
ス
グ
冲
ス」

替
同
の 

下
に
提
出
せ
ら
れ
允
る
が
遂
に
否
決
せ
ら
れ
杧
6

、
さ 

れ
ど
自
由
黨
の
領袖

等
を
し
て「

一
人 

一M」

の
主
^
を
 

是
認
，せ
し
め̂

6
。

.1

八
九 
一I

年
ょ
6
、

一
 

八
九
五
年
に
至
る
間
自
由
黨
多 

數
を
占
め
し̂P

、

此「

一：人
一
票」

の
主
義
を
.付
き
て
は 

何
等
企
圖
せ
ら
る
、
處
な
く
、
只
僅g
(c
一
 

八
九
ニ
年 

後
に
至
6
、I1

囘
祓
數
授
票
攻
擊
の
行
は
れ
し
の
み
に 

て一

丸
〇
六
年
に.
至
れ
6

、
此
歲
自
由
黨
^
閣
は
政
府 

.
案
と
し
て
褪
數
救S
廢
止
法
案
を
議
會
に
提
出
し̂

6 

當
辟
自
由
黨
は
八
十
ニ
名
を
有
せ
る
國
民
黨
を
加
算
せ 

f

レ
て
、
二
百
七
十一

名
を
擁
し
fc
れ
ば
、.
保
守
黨
は 

各
讀
食
毎
に
反
對
を
試
み
女
れ
と
名
遂
に
第
一
一
|讀
會
に 

於
て
三
百
三
十
三
票
對
百
四
票
の
多
數
を
以
て
破
ら
れ 

法
案
は
上
院
に
送
附3
れ
杧
る
が
保
守
黨
奴
多
數
を
占'

169

む
る
上
.院
は
百
四
十
三
票
に
對
す
る
四
十
三
票
の
大
多 

數
を
以
て
之
を
否
決
し
去
れ.
6
>
蓋
し
一
八
八
六
.年
自 

由
黨
內
訌
以
來
祓
數
役
票
の
制
度
は
常
に
保
守
黨
の
利
■
 

用
せ
る
所
、
其
民
主
的
下
院
に
對
す
る
障
碑
杧
る
の
一 

事
は
上
院
の一

尤
〇
六
年
の
法
案
を
廢
棄
せ
る
所
以
杧 

る
也
"

现
今
、英
國
に
於
け
る
複
數
投
票
權
者
の
數
は
定

/;
>な 

ら
ず
、一

九
〇
九
年
秋
の
選
擧
に
於
て
は
六
十
莴
八
千 

一
一
百
七
十
八
の
財
產
資
格
に
因
る
祓
數
投
禀
者
及
び
四 

萬
八
千
百
五
十
人

.の
大
學
裰
數
投

•票
者
ぁ
-
o
t,りと報 

告
せ
ら
れ
fc

る
於
、
要
す
る
に
五
十
萬
人
に
下
ら
次
る 

ベ
く
、
其
約
八
割
は
保

{
X黑

也
と
稱
せ
ら
る
。

(

ニ)

大
學
代
表
制
度 

牛
#
市
及
ぴ
劍
撟
自
治
邑
は
旣
.
に
.

「

r
一
 

ド
ヮ
ー
ド」

|

世 

の
滕
ょ
6

し
て
11
員
選
出
權
を
有
し
來
れ
る
が
兩
大
學 

千
擊
者
は
稀
に
@
由
民
杧
る
の
資
格
に
於
て
選
擧
に
關 

係
し
杧
れ
ど
名
、
大
體
ょ6
す
れ
ば
X
殆
ん
ど
選
擧
に
關 

係
せ
^
6
し
也
、

ー35.
七
0
年
ょ
6「

エ
リ
ザ
ベス

」

女

'

雜

錄

.

.

王
の
拇
に
至
る
迄
に
旣
に
兩
大
學
議
員
選
擧
權
に
關
す 

る
請
願
六
件
以
上
提
出
せ
ら
れ
女
る
が
、
遂

に

一

六
〇 

三

年「

デ
工
ー
ム
ス」

l
iH
:

の
峙
1C
至
6
允
許
せ
ら
れ 

女
6

、
而
し
て
當
塘
雨
大
學
に
與
へ
ら
れt

る
憲
章
は 

大
學
代
表
制
度
辨
護
論
名
に
好
論
據
を
胤
ハ
ふ
る
名
の
、 

其
辭
句
は
屢
/ /

引
用
せ
ら
れ
颇
る
興
味
に
富
め
る
、が
、 

今
魏
橋
に
與
へ
ら
れ甘
る
®

章
を
見
る
に『

本
大
學
の 

各
學
院
は
各
々
炙
く
の
局
地
的
法
令
及
律
分
を
有
し
、 

此
等
は
從
來
議
會
の
法
令
、
，
律
令
と
相
交
渉
す
る
所
あ 

6

し
'が
、
最
近
に
至
ろ
て
は
益
々
频
繁
に
相
交
渉
す
る 

に
至
6

允
れ
ぱ
、
本
大
學
が
議
會
に
其
選
出
議
員
を
送 

る
は
至
當
に
し
て
且
必
要
な
る
事
な
る
べ
し
、
斯
く
て 

議
會
は
此
等
に
關
す
る
法
令
律
令
を
0

0

の
注
意
指
 ̂

の
下
に
疋
當
且
公
平1C
制
定
す
る
を#

る
な
る
ベ
し』 

と
記
し
、E

に
其
選
出
せ
ら
る
ベ
き
議
員
に
就
き
て
は 

大
串
、
總
長
、
大
學
院
卒
業
生
、
大
學
卒
業
生
费
诩
を 

支
辨
し
以
て
：-•
•--
.
當
肪
大
學
に
於
け
る
最$
廳

|
且
才
能 

あ
る
人
ニ
名』

を
選
出
す
べ
しi
定
め
^

^

2 L
1

七



,

雜

：

錄

17
0

大
學
選
出
議
員
は11
^

區
ょ
6

日
當
_の̂:
»

を
受
け
^

6

や
I
J
云ふに、議員

1
1
1當支給の

;4
は一般

1C「

へン
 

y
 

IJ

第八他の顷ょ

6

して旣に

# /
®

れ
届
允
る
於
、
 

劍
橋
大
學
は
其
憲
章
中
に
於
て
、
其
選
出
議
員
にm

當

|  

を
給
す
べ
き
絛
件
を
承
諾
し
、
其
負
檐
は.
當
»
の
市
郡
へ 

と

異

な

ろ

日

當

の

支

給

は

此

を

選

擧

者

に

嫁

せ

し

め

^

一 

し
て
大
學
の
負
檐y

歸
せ
6

、
雖
然
此
風
は
一
六
ニ
八 

年
1C
至
6

て
は
雨
大
學
共
1C
之
を
廢
业
せ
ゐ
S

の
、
如 

し
一
六
〇
三
年
ょ
-
^
一
八
三
ニ
年
に
至
る
、
大
學
代
表 

,

制
度
の
歷
史
は
頗
る
興
味
に
乏
し
く
唯
、
其
選
出
議
員 

に
ニ
三
著
名
の
人
士
ぁ
6

女
る
と「

ト
リ
ーJ
黨

の

爲

め
•„ 

に
大
に
カ
を
致
し
杧
る
以
外
に
特
に
注
目
に
價
す
べ
き 

名
の
を
見
卞
當
肺
、
讒
員
呔
常
に
無
競
爭.
に
て
當
選
し
、
 

大
學
副
總
長
、
選
擧
I t
員
の
任
に
該
，9
、
選
擧
人
名
今 

日
と
同
ヒ
く
、年
律
の「

セ
ネ
！
ト」

、劍

綺

の「
n

ン
ボ 

ヶ
ー
シ
ヨ
ンj

の
一
員
に
し
て
、
其
投
蔡
權
の
行
使
に
.
へ
 

は「

バ
チ
ユラ

，.-

、
オ
ズ
、
ア
丨
丨
ツ」

叉
は「

マ
ス
タ
ー
、
オ 

ブ
、
ア
ー
ッ」

の
學
位
を
有
せ
70
$

の
一
定
の
年
金
叉
は

五1

八

1

蹄
余
を
收
め
て
そ
の
名
を
名
簿
に
登
錄
せ
ら
れ
ヤ

」

る 

ベ
か
ら
チ
、
當
艰
大
寧
選
擧
人
の
»
少
な
•り
し
は
職
と 

し
て
此
最
後
の
規
定
に
由
れ
る
名
の
に
し
て
交
通
機
關 

の
不
備
の
爲
め
の
み.
に
は
S

ら
ざ
ろ
し
也
、
貴
族
])
ft
に 

僭
正
は
前
揭
の
資
格r
具
備
す
る
名
.選
擧
權
を
布せ
ざ 

る
他
の
一
般
下
院
議
員
に
於
け;5
と
毫
名
.異
な
る
な
し 

大
學
選
出
議
祖
選
擧
投
票
は
所
爾
無
記
名
投
票
に
し
で
- 

投
繁
者
の
例
人
な
る
や
を
知
ら
る
、
こ
と
な
し
反
之 ̂

堪
、
他
の
選
擧
區
に
あ6

て«

記
名
役
禀.
-̂
6

し
か
ぱ 

大
學
の
制
度
に
對
し
批
難
の
聲
囂
し
か6
し
が
、

一
八 

七
四
年
の
欧
正
を
以
て
凡
て
無
記
名
投
票
と
な
せ
6
。 

大
學
選
出
議
員
は
叉
特
殊
の
特
權
を
享
有
せ
.
AV
01
ち
院 

內
に
あ
6

て
は
、
他
の
議
員
と
異
な
る
な
き
；̂
、
選
擧 

資
格
に
關
し
て
は
財
產
資
格
の
存
せ
し
當
肪

(

一
七
一 

〇
年

丨一

八
五
八
年〕

土
地
叉
は
財
産
を
所
有
す
る
を 

要
せ
次
る
の
特
權
を
有
し
、
叉
其
選
擧
«

用
は
議
員
之 

を
負
擔
せ
ざ
る
の
惯
例
に
し
て
、
假
令
之
を
負
擔
す
る 

ぢ
極
め
て
小
額
也
、
卽

ちI

九
〇
〇
年
、
牛
律
大
學
に

f

 V

は
何
等
議
員
に
賦
課
せ
ち
る、
な
く
叉
^
橋
に 

あ
6

て
は 

一4

ハ
〇
三
年
の
憲
章
中
の
規
定
は
斯
く
迄g 

嚴
守
せ
ら
れ
次
る7̂

其
赋
課
額
杧
る
や
極
め
て
小
額
に 

し
て
、
1
則
五
十
三
勝(

管
现
者
手
數
料
、
印
刷
费
、
公 

開
演
說
费
等
を
合
む)

に
過
ぎ
次
6

き
。

1

六
〇
三
年
の
憲
章
に
ょ
6
各
大
學
は
其
画
體
に
屬
ず 

る9
P

の
上-
0
し
て
議
員
を
激
出
す
べ
き
名
の
と
定
め
ら 

れ
、
现
今
、
英
蘇
S
諸
大
學
合
せ
て
九
名
の
議
員
を
選 

出
せ
る
於
何
れ
名
他
'の
選
擧
區
と
異
な
6

、
其
園
體
に 

，

屬
'l
i
3 '
'
る
^p

の
ょ
6

選
出
す
乙
と
な
し
。

一
七
〇
七
年
英
蘇
合
併
行
は
る
、
や
蘇
格
蘭
議
會
に
は 

大
學
代
表
の
制
度
存
せ
ぎ6
し
を
以
<
大
學
選
出
議
員 

0 .
數
に
增
加
を
見
ぎ6
し
於
、.

一
八
〇

一
年
.、
愛
藺
の 

.

兼
併
せ
ら
る
、
や「

ダ
ブ
y

ン」

大
學
は
一
六
一
三
年 

以
來
、
ニ
名
の
議
員
を
愛
薩
議
會
に
選
出
し
居
杧
る
が 

一
名
に
減
せ
ら
れ
，
其
選
出
を
允
さ
れ
把6

、
而
しV

 

其
選
擧»

選
擧
方
法
等
は
殆
ん
ど
劍
、
牛
兩
大
學
と
同 

m

b

/p
4

、
然
れ
ど
名
一
八
三
ニ
年
に
至6
W

び
ニ
名. 

•
, 

雜 

錄

を
選
出
す
る
の
權
を
同
復
し
杧
ろ
。

.

一
八
三
ニ
年
選
擧
法
改
正
の
論
戰
始
め
て
起
る
や
、
當 

塒
、
大
學
代
表
制
度
は
未&

輿
論
の
攻
擊
す
る
處
と
な 

ら

し

の

み

か

、
却
つ
て「

グ

レ
ィ
し
內
間
は
愛
蘭
に 

施
行
す
べ
き
選
擧
法
欧
IE
案
に
於V

「

ダ
ブ
リ
ン」
大
學 

選
出
議
員
を
ニ
名
に
復
舊
せ
し
め
ん
i
せ

大

藏

總
 

裁「

ァ
ル

y

ル
プ」

卿
は
此
案
に
對
し「

ヲ
I
n
 '\

ネ
ルj  

氏
於
！

T

是
れ
羅
馬
加
特
カ
派
を
排
IK
す
る
名
の
な
之
と 

‘難
卞
る
や
、『

劎
、
牛
ニ
大
學
現
在
の
選
擧
制
度
は
英
國 

々
敎
會
の
利
益
を
«
護
ず
る
の
手
段
と
し
て
維
持
せ
ら 

る
ぺ
き
^
*
の
な
6.
、
If
f
し
て
此
K
旨
を
敷
衍
し
て
s
i* 

に
行
ふ
べ
き
な
6
、
此
れ
愛
蘭
に
於
て
選
擧
人
を
新
敎 

徒
な
る
大
學
出
身
者
に
限
6
1̂
る
所
以
也』

と
麟
せ
6 

見
る
べ
し
、
i
學
代
表
制
度
辯
護
の
論
據一

六
〇
三
年 

の.
夫L4

比
し
著
し
く
異
な
れ
る
を
。
、.

上
院
に
於
て
は
此
ょ
6
先「

ハ£!
デ
ン
ト
ン
し
伯
は

「

エ
 

デ
ソ;,
ラ
I
S

グ
ラ
ス

ゴ
ーJ

爾
大
學
に
議
輯
選
出
權 

を
與
ふ
ベ
し
と
動
議
し
；
口 

!

ズ
ベ
リ
ーJ

卿
之
に
赞
し

五1

九

.
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雜

.
錄

把
6

、
次
で
下
院
に
於
て
、
蘇
格
蘭
に
施
行
せ
ら
る
べ 

:

き

選

擧

法

改

正

の

議

事

に

際

し

、
蘇

_

選

出

議

員

「

マ 

I

レ
ィ」「
ヮ

ア

ー

レ

ン

ダ

ー

」

の
一
一
货
名
亦
蘇
國
大
學 

に

議

員

選

出

權

を

與

へ

ら

れ

把

し

と

の

希

望

を

^

述

せ 

ふ
、
之
に
對
し
急
進
黨
の名
士「

ヮ
I

ブ
ー
トン」

J 5

は 

大
學
代
表
制
度
を
批
雛
攻

§
1

せ
6

、
.
是

れ

大

學

代

表

制 

度
め
批
雛
か
第 

一f

、
雖
然「

グ
レ

ィ」

的
圓
は
唯
、

j  

此
問
題
を
議
し
杧
る
に1 :
6

何

等« -

際
上
介»

す

る

處

j  

な
か
6

し

か

ば

一

八

六

七

年

で

至

る

迄

_

國

大

學

議

員 

選

出

權

問

題

は

何

等

解

決

せ

ら

.る

、
所
なか
み

き

。 

ー

八

五

〇

年

ょ
6

1

八
六
七
年
に
至
る
間
、
二
三
の
改 

正
案
提
出
せ
ら
れ̂

れ
ど
名-

何
れ
名
成
立
せ̂

、
而

し

\ 

て

1

八
五
四
年
提
出
せ
ら
れ
把
る

「

ラ
ッ
セ
ル

」

改
IE

法
|  

案

以
後
、保
守
黨
>
ホ
ウ
斗
ッ
グJ

黨
及
自
由
黨
何
れ
名 

喻
敦
大
# *

及̂

_

大
學
に
選
擧
權
を
與
ふ
る
を
是
認
し

)  

女
れ
ど
％ 

j

方

一

八

三

ニ

年

來

ー

ヮ

ー

ゾ

—

^

ンJ

氏

を

？ 

首
領
に
^
ける
大
學
代
表
制
度
反
對
運
動
熾
ん
にし
て 

遂

に一

八
六
七
年
、
'選
擧
法
改
芷
法
案
の
提
出
せ
ら
る

五
二 0

 

.

.

、

や

反

對

は

益

々

加

れ

，
り
、

中

改

IK
法
案
は
始
め
は
獨 

6
偷
敦
大
學
に.
議
員
選
出«

を
與
へ
ん
と
し
^
る

の
 

な
る
财
委
員
會
に
於
て
、
一八
三
ニ
年
設
立
に
係
る「

ダ 

丨
ラ
ムJ

大
學
を
之
に
如
ふ
兩
大
學
合
せ
ズ

一

浴
の
選 

出
權
を
與
ふ
べ
し
と
の
修
疋
案
政
府
ょ
ろ
提
出
せ
ら
れ 

論
爭
は_

に
此
修
正
案
に
懸
れ
ム0 

該
修
;E
案
は1

一
條
ょ6
成

/
-
、
其

一

半
は
此
等

ニ
大
學 

の
位
置
の
隔
絕
、
卒
業
生
數
の
差
異
の
大0

ー
西
人
と1j  

千
人)

偸
敦
大
學
の
進
步
的
な
る

y

反
し「

ダ
ラ
ム」

大 

.

學
は
停
滯
的
な
6
と
の
反
對
論
勝
を
占
め
、
分
院
採
決 

に
て
破
ら
れ
次
で
、
其

一
半
の
議
事
に
於
て「

ブ
ラ
4 

ト」

氏
呔
大
學
代
表
制
度
戈
る
や
固
と
賞
讃
す
べ
き
？ 

の
に
あ
ら
ざ
れ
ど
ぞ
、
旣
に
他
の
大
學
に
し
て
此
權
を 

有
す
'と
ゼ
^
倫
敦
大
學
に
ぢ
之
を
與
へ
ざ
る
の21
-
な
し 

と
論
匕
杧
る
が「

ヲ
ス
ボ
ル
ン」

氏
は
：庞
に
一
步
を
進
沁 

吾
人
は
今
日
旣
に
大
學
選
出
議
員
の
過
剩
に
苦
め
，り
、
 

■余
輩
は
此
等
偸
敦「

ダ
ラ
ムj

兩
大
學
に
與
へ
ら
る
べ
き 

議
席
は
疋
に
五
十
萬
の
人
：ロ
を*

し
然
3
僙
か
に
ニ
人

1V3

の_

員
を
出
せ
る
に
過
ぎ
次
る

「

リ
バ
ー
プ
ル」

市

に

與. 

ふ
べ
し
と
論
せ̂0

、

之
に
對
しi

デ
ス
レ
リ
ー」

卿
は
大 

學
代
表
制
度
を
辯
獲
し
て『

大
學
は
敎
育
あ6
且

知

識

•一
 

，あ
る
人
士
に
選
擧
權
を
與
务
る
名
の
な
れ
ば
、
下

院

に

.1  

敎
育
あ
る
分
子
を
注
入
す
べ
く
、
然
し
て
此
事
允
る
頗
一 

る
欣
し
き
こ
と
忆
ろ
盖
し
我
下
院
杧
る
や
決
し
て
單
に
一 

物
質
上
の
利
害
の
み
を
代
表
す
ぺ
き̂p
の
に
あ
ら
3'
'
れ 

诚
也』

2
論
ヒ
杧
る
似
此
論
は
爾
後
、
屢
々
大
學
代
表 

制
度
左
檐
者
の
引
用
す
る
所
と
な
れ6
、
斯

く

替

否

各j  

々
論
戰
に
努
力
せ
る
中
、
偶
々

「

ダ
ラ
ム」

大
學
の
卒
業 

生
が
、
同
大
學「

n

ン
ボ
ヶ
ー
シm

ン」

の
一
員
^

る
に 

際
し
宗
敎
-±
の
宣
誓
を
要
求
せ
ら
る
、
事
實
公
に
せ
ら
一 

る
、
や「

ダ
ラ
ム」

市
選
出•議
員「

モ
1
ブ
レ
グ」

氏

は

極j  

カ
此
廢
北
を
誓
ひ̂

れ
ど
名
此
！
事
は「

ダ
ラ
ム」

大
學 

議
員
選
出
問
題
に
致
命
傷
を
與
へ
攀
。
倫
敦
大
學
の
み
.|  

可
決
せ
ら
れ̂

み
。

. 

英
蘭
大
學
議_

選
出
問
題
は
斯
く
し<
解
決
を
見
欠6 

次
で
必
双1

る
ベ
き
.は
蘇
國
大
學
議
員
選
出
問
题
也
、

.

雜
‘

■

錄
.

五
月
十
三
日
蘇
國
選
擧
法
改
正
法
案
第
一
讀
會
行
は
れ 

把
る
於
、
該
案
允
る
蘇
國
選
出
議
員
七
名
を
堺
加
し
其 

內一
1

名
は「

工
デ 

'ン
パ
ラ
ー」「

聖

ァ

ン

ド

リ

ゥ

ユ

'
雨

大 

學

合

せ

て
.
一
名r

ダ
一
フI

ス

ゴ」「

ァ

バ

デ

ィ

ンI
M
大
學 

合
せ
<

1

名
の
選
出
數
を
與
へ
ん
と
す
る$

の
也
、
此 

案
に
對
し
蘇
.國
選
出
自
由
黨
所
屬
なる「

パ
ッ
グ
ス
タ 

丨J

氏
獨
6
大
學
代
表
制
度
を
枇
難
し
此
制
度
は
其
過 

去
の
實
驗
に
徼
し
到
底
辯
護
し
得
卞
と
論
匕
た
る
は
注 

目
す
べ
し
然
れ
ど
名
此
案
城
可
決
せ
ら
れ
、

一
八
六
七 

年
の
選
擧
法
欧
正
法
案
は
英
蘇
兩
國
を
通
ヒ
、
大
學
選 

出
議
員
三
名
を
増
し
、

一
八
三
ニ
年
よ
/ノ
し
て
六
名
な 

6

し
；̂
の
、
九
名
と
な
れ6

。

一
八
八
四
年
の
選
擧
法
改JH
案
は
大
學
代
表
制
度
に
手 

を
染
め
次
6

し
が
、
大
學
代
表
制
度
.に
對
す
る
反
對
の 

氣
運
は
益
々
助
成
せ
ら
れ
、
此
が
批
難
の
聲
ニ
囘
迤
$ 

下
院
に
放
：杧
れ
允
る
於
、

一
九
〇
六
年
に
至
6

、
八
大 

學
選
出
議
員
を
極
端12

減
匕
以
て
此
等
のs

fl
!
權
の
剝 

奪
を
企
圖
せ
る
植
數
投
罌
法
案
提
出
せ
ら
る
、
や
上
院

. 

五U
1



の
否
決
に.
ょ
6
纔
に
之
を
觅
れ
得
て
、
大
學
代
表
制
度 

は
存
置
せ
ら
れ
女
Ao

第
十
八
、
九
讹
紀
を
通
ヒ
最
近
一
丸
〇
〇
年
に
至
る
間 

.
馨

、
牛
律「

V
フ
リ
ン」

‘の
諸
大
學
は
全
然
、0

由

黨

ノ
 

叉
は「

•
ホ
ゥ
や
ツ
グ_

^
に
屬
す
る
名
の
を
選
出
せ
ざ6
 

|  

き
1
し
て
一
八
六
七
^
を
以
て
議
員
選
出
權
を
與
へ
ら

| 

れ
*
る
諸
大
學
は
斯
く
迄
ぐ
保
守
的
な
ら
宇
し
て
、
自 

由

，黛

に

屬

す

る

人

士

に

し

て

選

出

せ

ら

れ

tc
る
S
の
少 

か
ら
^
'

り
し&

1

八
八
六
年
に
至
る
や
全
然
保
守
的
と
一 

な
-6
爾

後I

名
の
自
由
黨
員
を
す
ら
選
出
せ
岁
、
斯
か 

る
變
化
の
大
學
代
表
制
度
に
對
す
る
反
對
の
氣
運
を
助 

牌
し
允
る
や
疑
を
雜
れ
す
し
て
此
の
大
學
代
表
制
度
* 

る
將
に
他.
の
資
格
に
因
る
後
數
投
票
と
等
し
く
、
民

主

j  

的
下
院
に
對
す
る
障
碍
と
し
て
上
院
の
權
限
制
限
に
し 

て
實
現
せ
ら
れ
ん
に
は
、
©
由
黨
內
閣
於
第
一
に
廢
if
c

|  

を
企
圖
す
べ
き
名
の
也
。

一
 

(

S)

大
學
代
表
制
度
に
對
す
るs

r i
m
 

の
態
度
.

.

大
學
代
表
制
度
に
衡
す
る
最
初
の
紐
織
あ
る
攻
擊
は
一

八
八
.五
年
»
席
再
分
配
法
案
の
議
事
中
に
爲
3
れ
、
此

辟
を
以V、

議
會
は
始
め
<
此
好
可
否
を
分
院
採
決
に
附

し
允
6
、
當
肺
一
八
六
七
年
を
以
て
»
員
選
出
權
を
揭

tc
る
諸
大
學
は
未
だ
保
守
に
倾
於
3 '
'
6
し
は
忘
る
べ
か 

>
1̂̂
 
0

一
八
八
五
年
の
法
案
提
出
に
際
し

I

グ
ー
フ
ッ
ド♦ス
ト
ン」 

氏
は
上
院
の
筆
肘
と
一
八
八
四
年
の
衝
突
と
に
鑑
み
該 

法
案
に
於
て
は
全
然
大
學
代
表
制
度
廢
止
運
動
に
反
對 

の
態
度
を
®

6
、
且
豫
め
雨
院
各
政
黨
首
領
に
圖
る
所 

あ
6
以
て.
衢
突
な
か
ら
し
め.
ん
と
せ
6
。

然
る
に「

ブ
ラ
ィ
ス
J
JS,
は
、
大
學
を
ば
選
擧
制
度
ょ6
 

■
 

除
く
べ
し
と
の
修&
案
を
提
出
せ6

、
今
彼
の
論
據
を 

窺
ふ
に
、
氏
は
大
學
代
表
制
度
を
以
て
民
主
政
治
の
變 

態
な
6

と
#
す

に
S
ら
卞
し
て
斯
7;
>
る
制
度
の
存
®
は 

大
學
自
身
の
不
利
益
なム
，と
云
ふ
に
あ
6
卽
ち
斯
る
制 

度
は
偶
々
以
て
大
學
を
、
敎
育
と
何
等
關
係
な
き
黨
举 

の

渦

.屮

に

授

せ

し
む
る
に.
至
る
べ
く

、
叉

其

選

出

議

員

175

'f
c

ふ
や
眞
箇
大
學
を
代.
表
せ
る
？
の
に
あ
ら
す
し
て
只 

僅
に
處々

U

散
在
せ
る
人
士
を
抱
括
代
表
す
る
に
過
ぎ 

ず
、
且

叉
選
擧
資
格
と
し
て.一

定
の
年
金
を
收
め
し
む 

る
の
一
摩
は
選
擧
器
を
ば
富
^
な
る
階
級
®
ち
學
術
に 

忠

實

な

ら

次

る

满

に

lh
ら
し.
め

、
從
つ
て
大
學
は
知

識. 

あ
る
代
議
士
を
選
出
す
る

と

云{

る
«
*
論
の
謂
れ
な 

き
4J
1
等
を
喂

破
せ-o

之
れ
に

對
し
政
^
伹
の
答
泛
は 

頗
る
瞹

昧
に
し
て
、
本
法
案
双
㈩
者
な
る
地
方
^
l
la 

「

チ

ヤt
レ
ス
、
デ

ル
クJ

氏
は
大
學
代
表
制
度
の
廢
Jh 

せ
ら
る
べ
き
5̂̂
の
允
る
余
3
亦
同
感
.̂
し
て
、
祓
數
投 

一
票
廢

止
す
ら
希
望
す
る
名
.の
な

る
が
、
本

案は
旣
に
上 

下
兩
院
各
黨
の
交
讓
の
結
巣
に.
な
ろ
し
名
の
な
れ
■ば 

「

ブ
ラ
ィ
ス」

1£
の

修

；止

を

採

用

す

る

能

は

岁

と

辯

明

せ 

6

、
而
し
<
 
首
相「

ダ
ラ
ッ

ド
X

ト
ン」

贝
免『

斯
る

一
 

般
的
質
問
卽
ち
大
學
代
表
制
度
の
可
否
如
何
の
如
き
問 

題
は
最
名
愼
重
熟
慮
を
要
す
る
名
の
、
輕
々
に
答
»
す 

る
能
は
す
叉
语
人
の
取
ら
ん
と
す
る
方
針
す
ら
暗
示
す 

る
を
得
ず』

i

沄
へ
6

、見
る
べ
し
當
#
の
政
府
の
態
度

此T

言
に
躍
如
女
る
に
あ
ら
ず
や
、
此
修
正
案
に
關
す 

ん
論
讅
は
三
月
六
H
ょ
6
十
1
1:
に
11,
り
^
る
於
、
十
H 

一
委
員
#

に
於
て
i l
l
民
黨
な
るi

ヒ
I
レ
ィ
J
it
は
今
や
我 

國
に
於
け
る
民
主
的
儆
向
は
滔
々
と
し
て
加-
り
つ
、
あ 

4
、
此
傾
向
の
可
否
如
何
は
敢
<
問
ふ
の
袈
な
し
、唯
、

.

今
に
し
<

大
學
代
表
制
度
廢
! |
:

を
徽
せ
岁
ん
ば
他
23悔 

ゆ
る
の
：：：
あ
る
べ
し
と
論
b
lc
る
に
對
し「

ダ
ブ
リ
ン」 

|

，大
學
選
出
議
員「

ギ
ブ
ソ
ン
J

i£
は

『

議
曾
六
哲
七
十
の 

|

議
員
中
、
大
學
代
表
議
員
は
僅
々
丸
名
に
過
ぎ
次
る
に 

|

あ
ら
^

や
、
我
等
果
し
て
伺
を
か
爲
し
招
ん
^』

-V
；

答 

j  
.

へ
叉
保
守
黨
な
る「

ノ ~

スn

 

I
トj

及
は
獨
6
此
制 

一
度
を
■

! !
し

『

此
制
度
の
效
果
t t
る
や
、
假
令
大
‘な
ら 

一
ず
と
す
る
？

p

多
數
者
の
輕
擧
を
抑
制
す
る
爲
；

§

必
要
な 

一
6』

と
論
せ
6
、而
し
て
此
修
正
案
は
遂
に
分
院
採
決
の 

結
果
、
ニ
六
〇
對
七
九
を
以
て
否
決
せ
ら
れ
女
/
ノ
。

一
八
八
六
年
ょ6

一
 

八
九
ご̂
T
r

至
るse

自
ri
l
E
w.
 ̂

1C
在

'

C
X、

一
 

八
九
ニ
年

r

'y
ヨ

ゥ' 

レ
へ
ベ
ル」

双
首
喂 

.
の
下
に

一

の
改
正
法
案
提
出
せ
ら
れ
空
し
く
第
二
諮
會

茧
：ニ
.三
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.

.

.

雜.

：
■
錄

.

に
於
て
大
多
數
を
多
て
否
決
せ
ら
れ
る'が
、
li
t
案
の 

提

出

せ

ら

れ

杧

る

際

に

於

け

る

保

守

黨

の

.態

度

は

最

名 

興
味
あ
る
名
の
な6

、
當
滕
大
痛
總
裁
な6
し

「
V

ツ 

.

シ
丫
ー
 

ン」
氏
は
斯
る
法
案
は
大
學
代
表
制
*
の
廢
止
を 

招
く
ぢ
の
に
しy
之
舣
廢
jh
ば
我
國
の
貴
重
な
る
代
議 

士
を
選
出
せ
る
選
擧
區
廢Jh
を
意
味
す
る
の
な
れ
ば 

此
に
替
す
る
能
は
岁
と
論
せ6

。
1

九
〇
六
年
に
至.
り
、
始
め
て
大
學
代
表
制
度
の
廢
止 

を
企
画
す
る
政
府
案「

力
ム
ベ
ル
、

パ
ン
ナ
マ
ン

」

W
聞 

の「

ノ

ーn

丨
ト
J
J3
6
IC
ょ
A
 

ノ
提
出
せ
ら
れ
女
る
、が
、
是 

れ
一
八
九
ニ
年
の
案
に
傚
へ
る
名
の
、
.其
目
的
は
大
學 

役
票
者
^
る
と
否
と
を
問
は
^

一
 

議
員
選
出
區
以
上
に 

B
6

て
其
選
擧
櫬
を
行
使
せ-ざ
ら

し

め
ん
と
す
るg

の 

也
、
在
野
黨
首
領「

バ
ル
プ
ヲ
ァ
ー」

氏
極
カ
之
に
^
# 

し
斯5

：

る
法
案
は
大
學
を
し
て
議
席
を
失
はし
む
る
名 

の
な
6
と
し「

.
ヶ
！
。プ」

氏
6
委
員
會
に
於

て
一
の
修
正 

案
を
提
出
し
此
法
案
中
よ
6

し
て
、
大
學
選
擧
權
者
を 

除
外
せ
ん
と
し『

斯
る
新
制
度
は
我
選
擧
制
度
中
、
敎
育

五11

四
.

を
以
て
資
格
と
せ
る
唯J

の
制
度
を
失
は
し
ひ
る
名
の 

也』

i

て
之
於
存
置
の
必
要
を
論
ヒ
、
叉
牛
律
大
學
選
出 

議
員「

ァ
ンy

ン」

双

は『

大
學
代
表
制
度
の
我
國
民
主 

j

政
治
の1

變
態
な
る
は
余
輩
之
を
知
る
と
雖̂P、

.由
來 

|

英
國
憲
法
は
變
態
に
充
ち
滿
つに
あ
ら
ず』

や
と
唱
へ 

j
「

グ
ー
フ
ス
ー
ゴI
s

ア>
 

デ
ィ
ン」

大
« ._

出
議

員「

グ 

レ
ィ
ク.」

氏
は
蘇
國
に
あ6

て
は
大
學
選
出
議
員
は
各 

自

敎

育

、

高

等

職

業

の

莉

窖

を

代

表

せ

る

.の

自

覺

を

有 

せ
6
' i
述
べ
、
偸
敦
大
學
選
出
議
員

「

マ
グ
ヌ
ス
し
双
は 

備
敦
大
學
に
て
は
卒
業
生
の

「

パ
チ
ェ
ヲ
ー
、
ォ
ブ
、
ァ 

一
I

ツJ

^

る
t
j「

マ
ス
タ
I
、
オ
ブ
、
ア
、丨
ツJ
fc
る
と
を 

|

問
は
^

、
軍
に
僅
/;
>
に
一
年
五
志
の
年
金
又
は'
 

1

綠
の 

1

塒
金
に
ょ
6

選
擧
權
を
#

る
$
の
最
3
民
主
的a

度 

な
6

と
自
讃
し

「

バ
ル
フ
ヲ
ァ
丨

:
历
は
大
學
代
表
制
腹 

*

る
や
過
去
に
於
て
％
將tc
现
今
に
あ
ろ
てHP

圓
锻
且 

a

好

に

行

は

れ

つ

、
あ

6
と
絕
叫
し
杧
る
名
遂
に
、
三

.
Rg
七

票

對

九

ニ

票

を

以

て

.可

決

せ

ら

れ

上

院

に

送

附

せ 

ら Jd
^

-C
N

O

m

上

院

に

ぁ6.
て

は

第

ニ

讀

會

に

於

て

「

オ

ル

ド

ウ4
ン」

經
濟
學
よ
り
觀
た
る
結
婚

卿

は
#
^
大

學

代

表

制

度

を

辯

護

し̂
る

の

み

«
ら
梦
 

閲

題
 

新

興

の「

Y
V
チ

ェ

ス

タI
J「

y
!
ド」

の

諸

大

學U

名

ノ

選
出
權
を
與
ふ
べ
し
と
修
歪
案
を
提
出
し

「

ラ

ン

ズ

ダ
•

p

r

，
f l
l

#

l

MI 

ウ
シ.」

.
卿
叉
大
學
代
表
制
度
の
存
置
の
必
要
.
を
說.
き
、

余
は
本
篇
に
於
て
人
生
の
 

一•
大

問

題

な

る

結

婚

を

經

濟 

.1

四
3
票
對
四
三
禀
の
大
多
數
を
以
て

}

九
〇
六

年

の

學

の

立

脚

地

よ6
論
せ.
ん

と

欲

す

：。
抑

名

夫

婦

は

法

律

、 

法

案

を

否

決

し

了

れ

6

。
.

習
慣
に.
從
ひ
同
棲
せ
る
男
女
な-
る
&
、
其
同
撥
の
第1
_ 

斯
く
し
て
上
院
の
權
限
に
し
て
制
限
甘
ら
れ
次
る
以
上
階
梯
^

る
緒
婚
は
經
濟
學
よ6
之
を
觀
れ
城
其
當
事
者 

自
-A
黨
政
府
如
何
に
焦
慮
努
力
す.る
？
、
钹

數

投

票

廢

の

經

濟

行

爲

に

し

て
.
、
從
つ
<
男
子
の
結
婚
と
女
子
の 

止
:0
^
亂
の
無
効
に
歸
す
べ
き
乙
：と
明
か
と
な
れ6

、

一
 

結
婚
i
は

自

ら

其

目

的

及

.び

規

象

を

異

fc
す

。
故

に

余 

さ

れ

ど>
:
1
九

ー

〇

年

に

於

け

る

ニ

囘

.
の
總
選
擧
の
結j

は.
男
子
の
結
婚
、.
其
年
齢
、
女
子
の
結
婚
、
其
年
齢
等 

果

上

爾

の

職

限

制

限

實

現

甘

ら

.
る.
、
有
欉
な
れ
ば
昨
年\

を
ぱ
項
を
分4

ち.
<
之

を

：討

究

せ

ん

.
。

' 

.
 

十
ニ
月
を
以
で
成
立
せ
る
新
議
會
後
半
の
議
事
》1:
八

:

第
ー
、
男
子
の
結̂

九.
一1年
の

晈

疋

法

案

の

對

鶴

に

費

.
さ

る

，
べ

登

や

？

容

j

男

子

の

結

婚

行

.爲

は

冷

靜

に

之

を

考

究

す

れ

ば

或

る

欲 

れ
$

 

(

終)  

‘

.

望

を

滿
*
^
ん

炉

爲

、

一
女
子
を
占
有
な
さ
ん
と
す
る

ぢ
の
な
る
こ
と
へ
，
猶

ほ

防

寒

の

用

に

供

せ

ん

.
於
爲
、
.衣 

:

—

—

—
—

 

服

を

購

入

せ

ん1
な

す

に

類

す0
男

子

の

其

酿

偶

者

に

.

i f
t
る

所

有

權

は

滕

、
場

所

に

よ
6
V
一
 
定

な

ら

岁。
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